
 

 

石巻市震災復興推進会議における提案（意見）について 

№ 項目 提案（意見）内容 回答 担当部 

１ その他 森林資源活用について 

  今般、脱原発が言われ代替えとしてエコエネルギーが脚光を

浴びている。 

  その一つに森林資源があるが、石巻市でも間伐材など今まで

利用されていない豊富な資源が眠っているが、この活用につい

て私は森林特区を申請し、速やかに木質バイオマス発電のモデ

ル地域とすべきと思う。 

 

現在、市内では石巻工業港背後地で操業する合板工場におい

てバイオマスボイラーやバイオマス発電施設が稼働しており、

発電施設の規模は2,300kwで、年間50,000m3の杉皮や間伐材

等を活用しております。 

また、バイオマス発電等の新エネルギーの活用については、

震災復興基本計画においても重点事項に位置付けており、宮城

県と共同申請した「民間投資促進特区（ものづくり産業版）」

においても、木材関連産業、クリーンエネルギー産業は集積を

目指す業種に位置付けているところであります。 

未利用間伐材の一層の活用については、間伐材搬出路の整備

等の課題がありますが、今後とも関係機関が一体となって課題

解決に取組み、木材資源の活用や新エネルギーの導入について

努めてまいります。 

 

 

産業部 

 

２ その他 会議の進行について（自分の反省を含め） 

 会議本来の目的である基本計画の進行管理や事業推進化を図

るべき会議が本流から外れ付随する意見が多い。 

 個人の考えだけの意見、単なる行政批判、議長の許可なしに発

言する委員、事前送付の資料をよく分析しない発言等が多く本来

の目的から外れることが多い。 

 会議が３回も終了しているので基本計画推進から外れない様、

議長団は強力に会議を進行してください。 

  

 会議本来の役割や目的について、第3回会議の冒頭に①「石

巻市震災復興基本計画」のスケジュールと進捗状況の確認、ス

ピードアップを図るためや、計画の不具合への意見、②復興に

関する市民各層の意見、要望等を反映させる旨を再確認したこ

とから、今回の資料においてスケジュール等が比較できるよう

作成しております。 

 

委員の皆様の中には復興に対する疑問な点も多いかと思い

ますが、活発な意見や考えを基に会長、副会長を中心に進めて

頂きたいと考えております。 

 

震災復興部 
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